
  

１
日
目
―
大
阪
平
和
委
青
年
学
生

部
学
生
協
と
民
青
大
阪
府
委
員
会
は
、

２
月
２６
日
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
来
阪

し
た
興
士
団(
フ
ン
サ
ダ
ン)

の
青
年

学
生
た
ち
１４
人
の
歓
迎
夕
食
会
を
平

和
委
事
務
所
で
開
き
ま
し
た
。 

こ
れ
に
先
立
ち
、
興
士
団
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
は
、
元
大
阪
城
天
守
閣
館

長
・
渡
辺
武
氏
の
案
内
で
大
阪
城
天

守
閣
博
物
館
と
城
内
の
戦
跡
を
巡
り

日
本
の
近
世
か
ら
近
現
代
に
至
る
戦

争
の
歴
史
の
実
相
に
触
れ
ま
し
た
。 

歓
迎
夕
食
会
は
午
後
６
時
半
、
司

会
の
川
添
健
真
民
青
委
員
長
に
よ
る

歓
迎
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
た
こ
焼
き
、

巻
き
ず
し
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、
お
茶
と

和
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
自
己
紹

介
や
第
２
回
大
阪
青
年
沖
縄
ツ
ア
ー

(

２
月
１９
日
～
２２
日)

の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
早
朝
４
時
韓
国
出
発
と

い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
夕
食
会
は
午

後
８
時
す
ぎ
閉
会
。 

と
こ
ろ
が
日
韓
の
青
年
た
ち
は
ま

だ
も
う
少
し
交
流
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
テ
ー
ブ
ル
を
片
付
け
て
か
ら

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
チ
ャ

ッ
ト
（
歓
談
）
。
「
安
倍
首
相
は
大

嫌
い
だ
が
、
ア
ニ
メ
『
じ
ゃ
り
ン
子

チ
エ
』
の
テ
レ
ビ
放
映
な
ど
日
本
文

化
に
子
ど
も
時
代
か
ら
接
し
て
い
る

た
め
日
本
嫌
い
の
青
年
は
む
し
ろ
少

数
…
」
「
韓
国
で
は
徴
兵
制
度
が
あ

る
た
恋
人
と
自
由
に
会 

  

る
た
め
恋
人
と
自
由
に
会
え
な
い

…
」
な
ど
９
時
半
す
ぎ
ま
で
自
由
闊

達
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

２
日
目
―
２７
日
午
後
、
森
田
敏
彦
会

員
の
案
内
で
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
散
策
。

日
韓
親
善
の
シ
ン
ボ
ル
・
王
仁
博
士
の

歌
碑
前
で
は
、
参
加
者
全
員
が
拍
手
で

改
め
て
日
韓
友
好
を
誓
い
あ
う
印
象
的

な
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
平

和
委
事
務
所
に
集
ま
り
討
論
会
。 

韓
国
の
青
年
が
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
７
放
（
棄
）
世
代
」
「
資
格
・
能
力
」

「
恋
愛
」
「
旅
行
」
「
旧
日
本
軍
『
慰

安
婦
』
問
題
合
意
」
（
昨
年
１２
・
２８
）

に
つ
い
て
報
告
。
特
に
韓
国
に
は
、
恋

愛
・
結
婚
・
出
産
を
あ
き
ら
め
た
「
３

放
（
棄
）
世
代
」
、
さ
ら
に
マ
イ
ホ
ー

ム
と
家
庭
を
あ
き
ら
め
た
「
５
放
世
代
」
、

さ
ら
に
夢
と
希
望
を
あ
き
ら
め
た
「
７

放
世
代
」
と
い
う
青
年
を
取
り
巻
く
厳

し
い
社
会
状
況
が
あ
る
と
の
報
告
に
は
、

大
阪
の
青
年
は
他
人
事
と
は
思
え
ま
せ 

ん
で
し
た
。
次
に
大
阪
の
青
年
が
「
１２ 

・
２８
合
意
」
に
つ
い
て
良
識
あ
る
人
た 

           

   

ち
は
被
害
者
へ
の
謝
罪
が
伴
わ
な
い
不

十
分
な
も
の
と
見
て
い
る
と
日
本
で
の

反
応
に
つ
い
て
報
告
。
そ
の
後
３
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
会
。
そ
し
て
送

別
会
で
２
日
間
の
全
日
程
が
終
了
。 

 

大
阪
平
和
委
は
３
月
１５
日
昼
、
空

堀
商
店
街
で
「
『
戦
争
法
』
廃
止
を

求
め
る
２
０
０
０
万
統
一
署
名
」
行

動
を
５
人
で
実
施
。
上
羽
事
務
局
長

が
、
日
本
平
和
委
の
リ
ー
フ
を
掲
げ
、

「
戦
争
法
の
施
行
が
迫
っ
て
い
る
が
、

５
野
党
が
２
月
１９
日
〝
『
戦
争
法
』

廃
止
法
案
〟
を
提
出
し
た
。
こ
の
署

名
は
そ
の
動
き
を
後
押
し
す
る
大
事

な
署
名
だ
」
と
道
行
く
人
た
ち
に
協

力
を
求
め
ま
し
た
。
３０
分
の
行
動
で

計
１２
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
は
沖
縄
連
帯
を
兼
ね
辺

野
古
新
基
地
反
対
を
訴
え
る
日
本
平

和
委
発
行
の
沖
縄
連
帯
ビ
ラ
も
配
布

し
ま
し
た
。 

            

 

２
月
２４
日
午
前
米
軍
艦
ブ
ル
ー
リ

ッ
ジ
が
大
阪
港
南
港
Ｊ
岸
壁
に
入
港

し
ま
し
た
。
大
阪
平
和
委
、
大
阪
安

保
、
原
水
協
、
非
核
の
会
、
全
港
湾

阪
神
な
ど
の
団
体
か
ら
３０
人
が
Ｊ
岸

壁
で
の
抗
議
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
小
原
孝
志
日
本
共
産
党
大

阪
市
議
が
マ
イ
ク
を
握
り
、
「
大
阪

市
は
１
９
９
４
年
の
大
阪
市
会
『
大

阪
港
の
平
和
利
用
に
関
す
る
決
議
』

や
平
和
都
市
宣
言
の
立
場
に
立
ち
入

港
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
抗

議
。
次
に
小
松
正
明
原
水
協
事
務
局

長
な
ど
が
抗
議
の
演
説
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
阪
平
和
委
事
務
局
長
の
音

頭
で
入
港
中
の
同
艦
に
「
今
す
ぐ
大

阪
港
か
ら
出
て
い
け
」
な
ど
コ
ー
ル

を
し
ま
し
た
。 

な
お
前
日
、
大
阪
安
保
、
大
阪
平

和
委
な
ど
４
団
体
は
大
阪
市
に
対
し

「
入
港
を
認
め
る
な
」
と
い
う
趣
旨

の
要
請
書
を
提
出
。
３
月
１８
日
に
そ

の
要
請
書
と
回
答
に
基
づ
い
て
交
渉

し
ま
し
た
。 

           

 

 
 

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
！
新
た

な
行
動
を
」
「
核
の
傘
ノ
ー
！
戦
争

し
な
い
国
日
本
を
」
を
合
言
葉
に
し

て
２
０
１
６
年
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー

が
２
月
２９
日
静
岡
市
で
の
全
体
集
会

で
ス
タ
ー
ト
。
大
阪
代
表
団
も
登
壇

し
て
、
被
爆
三
世
の
松
尾
さ
ん
が
「
若

い
私
た
ち
が
こ
の
運
動
を
引
き
継
い

で
い
く
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。 

３
月
１
日
は
焼
津
駅
前
か
ら
海
外

代
表
を
先
頭
に
１
５
０
０
人
が
ビ
キ

ニ
被
災
者
久
保
山
愛
吉
さ
ん
の
お
墓

ま
で
「
墓
参
行
進
」
を
し
ま
し
た
。 

大
阪
の
参
加
は
３６
人
で
し
た
。 
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入港料 100 万円は私たちの税金から 

「韓国語をもっと勉強したい！」 

対話のはずむ署名行動 



 

３
月
５
日
大
阪
市
内
で
原
発
ゼ
ロ

の
会
・
大
阪
主
催
の
「
原
発
事
故
被

災
者
と
連
帯
し
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
集
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、
ふ
く
し
ま
復
興
共
同

セ
ン
タ
ー
の
斎
藤
富
春
代
表
委
員
が

講
演
。
豊
富
な
資
料
を
示
し
な
が
ら

被
災
か
ら
５
年
後
の
福
島
の
実
態
を

告
発
し
、
県
民
切
り
捨
て
と
原
発
再

稼
働
を
許
さ
な
い
運
動
を
進
め
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
関
西

に
避
難
し
て
い
る
菅
野
み
ず
え
さ
ん

が
、
高
浜
原
発
再
稼
働
を
許
す
こ
と

は
、
「(

事
故
が
起
こ
っ
て)

あ
な
た

た
ち
が
私
の
よ
う
な
被
災
者
に
な
る

こ
と
だ
」
と
参
加
者
に
警
告
し
ま
し

た
。
集
会
後
、
参
加
者
は
、
大
阪
・

キ
タ
の
繁
華
街
を
通
っ
て
西
梅
田
ま

で
パ
レ
ー
ド
し
、
「
被
災
者
の
切
り

捨
て
と
原
発
再
稼
働
は
許
さ
な
い
」

と
沿
道
の
人
々
に
訴
え
ま
し
た
。
大

阪
平
和
委
か
ら
は
、
中
村
西
淀
川
事

務
局
長
な
ど
多
数
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
の
青
年
１８
（
う
ち
会
員
７
）
人

が
沖
縄
連
帯
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 お  

多
す
ぎ
る
社
会
の
不
安
や
疑
問
。

そ
の
ひ
と
つ
、
沖
縄
の
生
の
現
実
を
見

に
行
こ
う
と
始
ま
っ
た
企
画
。
平
和
委
、

大
阪
安
保
、
民
青
、
大
教
組
、
大
阪
労

連
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
た
。 

お  

教
わ
り
た
い
沖
縄
の
歴
史
・
基
地

問
題
。
よ
く
学
び
沖
縄
料
理
も
食
べ
た
。 

さ  

さ
ら
に
参
加
者
増
や
す
た
め
、
カ 

ン
パ
を
集
め
に
行
き
ま
し
た
。 

          

か  

確
定
し
た
参
加
者
は
み
ん
な
の
努

力
で
１８
人
、
高
校
生
が
３
人
。
年
齢
は

１０
代
か
ら
３０
代
、
職
種
も
バ
ラ
バ
ラ
。 

せ 

セ
ス
ナ
機
並
み
の
小
さ
な
飛
行
機

で
な
く
て
良
か
っ
た
。
那
覇
空
港
に
無

事
到
着
。
１
日
目
は
遅
い
晩
ご
飯
。 

い  
行
こ
う
、
現
地
に
出
発
進
行
！ 

２

日
目
は
大
型
バ
ス
で
弾
丸
ツ
ア
ー
？ 

高
台
か
ら
普
天
間
基
地
を
見
て
い
た
ら
、

オ
ス
プ
レ
イ
が
１
機
突
然
飛
び
立
っ
た
。

私
た
ち
を
歓
迎
し
た
の
？ 

公
園
に
は

保
育
園
児
が
散
歩
中
。
う
る
さ
い
軍
用

機
、
い
つ
も
飛
ん
で
る
日
常
茶
飯
事
。 

ね
ん   

念
入
り
に
計
画
し
た
か
ら
、
バ

ッ
チ
リ
運
行
？ 

新
基
地
建
設
反
対
・
辺

野
古
テ
ン
ト
へ
。
海
の
綺
麗
さ
、
身
に

し
み
た
。
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
前
の
テ

ン
ト
で
は
、
弁
当
食
べ
て
話
聞
く
、
大

阪
若
者
に
あ
い
さ
つ
の
依
頼
あ
り
、
座

り
込
み
の
皆
さ
ん
に
連
帯
の
思
い
表
明
。 

お  

大
き
な
基
地
を
後
に
し
て
、
さ
ら

に
北
へ
。
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
監
視
テ

ン
ト
へ
、
若
い
女
性
が
１
人
で
待
機
。

彼
女
の
思
い
や
現
地
の
リ
ア
ル
な
説
明
、

ず
っ
し
り
と
胸
に
く
る
。 

き  

聞
い
て
い
て
、
涙
と
驚
き
が
あ
ふ

れ
て
く
る
、
平
良
啓
子
さ
ん
の
話
は
壮

絶
。
沈
没
し
た
対
馬
丸
に
乗
っ
て
い
た
。

６
日
間
い
か
だ
で
海
を
漂
流
し
た
。
ア

ニ
メ
や
絵
本
に
な
り
ま
し
た
。 

な  

ナ
ウ
シ
カ
や
も
の
の
け
姫
な
ど
、 

ジ
ブ
リ
の
映
画
に
出
て
き
そ
う
な
「
や 

ん
ば
る
の
森
」
を
散
策
。
案
内
は
、
ま 

た
ま
た
女
性
の
ガ
イ
ド
さ
ん
。
女
性
の 

頑
張
り
す
ご
い
。
キ
レ
イ
な
川
に
飛
び 

石
作
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
で
渡
る
。 

わ  

若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
方
々
と
同

じ
空
気
を
吸
っ
た
、
識
名
壕
の
中
で
は

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
住
宅

街
の
中
に
壕
が
あ
る
と
は
驚
き
ま
し
た
。

暗
く
て
湿
っ
た
所
に
病
院
施
設
が
あ
っ

た
と
は
。
ガ
イ
ド
の
男
性
、
熱
く
語
る
。

ツ 

対
馬
丸
、
子
ど
も
を
乗
せ
た
疎
開

船
。
米
軍
潜
水
艦
に
沈
没
さ
せ
ら
れ
、

多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
た
。
対
馬
丸
記

念
館
で
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
写

真
が
戦
争
の
む
ご
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。 

ア
ー   

あ
ー
、
ア
レ
も
、
コ
レ
も
ソ
レ

も
書
き
た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
。
夜
の

交
流
会
で
は
み
ん
な
の
実
情
、
悩
み
も

相
談
、
語
り
、
は
げ
ま
し
、
疑
問
に
答

え
る
。
繋
が
る
こ
と
の
大
事
さ
や
、
未

来
の
希
望
も
見
え
た
旅
。
来
年
の
ツ
ア

ー
に
向
け
て
、
さ
ら
に
学
ん
で
力
を
つ

け
て
参
加
者
増
や
し
て
ま
た
行
こ
う
！ 

（
飯
田
正
樹
・
関
西
共
同
印
刷
所
） 

         

 
 

         

「
大
坂
夏
の
陣
」
戦
国
の
世
に
終

止
符
を
打
っ
た
平
和
か
ら
学
ぶ 

 
 

２
月
２０
日
天
王
寺
平
和
委
員
会
の

第
６
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
講
師
は
、
元
大
阪
城
天
守
閣

館
長
の
渡
辺
武
さ
ん
。
近
著
「
戦
国

ゲ
ル
ニ
カ
」
へ
の
関
心
も
高
く
３８
名

の
参
加
の
中
で
、
会
員
２
人
と
新
聞

読
者
１
人
の
仲
間
も
増
え
ま
し
た
。 

渡
辺
さ
ん
は
、
「
大
坂
夏
の
陣
図

屏
風
」
を
映
し
な
が
ら
、
天
王
寺
に

ゆ
か
り
の
あ
る
真
田
幸
村
「
真
田
丸
」

は
ど
う
い
う
陣
だ
っ
た
の
か
、
「
大

坂
夏
の
陣
」
と
は
ど
う
い
う
戦
だ
っ

た
の
か
解
説
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

次
々
に
映
し
出
さ
れ
る
屏
風
絵
に
見

入
り
４
０
０
年
前
の
情
景
が
浮
か
び
、

悲
惨
さ
で
胸
し
め
つ
け
ら
れ
、
目
を

覆
う
こ
と
た
び
た
び
…
…
。
渡
辺
さ

ん
の
お
話
に
続
き
、
橋
本
寿
美
さ
ん

が
大
阪
弁
で
憲
法
９
条
を
朗
読
。
そ

の
後
、
原
省
吾
さ
ん
と
石
井
眞
幸
さ

ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
合
わ
せ
皆

で
う
た
を
歌
い
休
息
と
な
り
ま
し
た
。 

総
会
で
は
経
過
報
告
・
新
役
員
・

方
針
を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。「
戦

後
が
ず
～
っ
と
、
ず
～
っ
と
続
く
よ

う
に
戦
争
法
廃
止
さ
せ
る
ま
で
が
ん

ば
り
た
い
」
と
の
感
想
文
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 
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今月の言葉 「大学生は金融業者の顧客」 

驚愕するのは、その利用率の高さだ。「平成２４年度

学生生活調査」によると、全学生のうち奨学金（年利上限

３％）を受給する者の割合は大学昼間部で５２・２％、大

学院修士課程で６０・５％、大学院博士課程で６６・２％

と過半数を大きく超えている。教育を受ける立場である

大学生の過半数が、利子を利益とする金融業者の顧客と

なるとはとんでもないことだ。（『女子大生風俗嬢 若

者貧困大国 日本のリアル』中村淳彦著 朝日新聞出版）畑に行く途中朝市でのスナップショット

バラの花を食む

子ヤギ“タケル”

キャンプシュワブゲート前 

「やんばるの森」を散策 


